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D 3 だんらん奎ﾋ.の川叶）り喘みた食奉%,
奮咄々短大( 非弗勤）郊呆加津㈹

〔(社)日本家政学会

　@的　rご沁らんをにはかいjの捲各行為■OiX.りこんでおり．レH哺そめ1 'c汰･愚桂勧こ

雅^鮮に評俑され-t レ,るこヒをみ■Z きTz. 本･報-cはさらに食奉蜜．叟略，食事%観iあき

りヽItしズんらん%ｱ,あ') % を考釈可^ こ!^助社?i．最血rは子ユア･レり=" ングの

堤t≫lがなきii Tこ')，/_ D -1 ズ̂吋軸ir ･ 力りンター聖t 7テンの出現など-ffiみられだ｀ん'らん

隻い食峯%. Itの,ヽｸヽわ'.)方i吋逢§;り

　方宏　:. れまで建知＼.%. ■集舎性宅なf･比駿的ライフZ子－ジの低い世帯を哨'^iヽに分升

が・めV+しtいる．X', 列フス子－ジ･．,乱ヽ世帯を．心配鼻方ヽら福岡fﾗ内司^厦系rir

5 痙抑£・むつ世帯･44^対＆にフンり･一卜祠を£行，た. 同時にを3改だ^に奪識額匯

乞襲施しr:. （有仙乖･2^）爾紅.瞬期　･りz耳6可

　始象

１　冬考・

3一式）tヽら

２

朝食･.夕食'CI-･食争fe-k移勃レ-?:い3 も"^ が,的ちみら･，ほとんfc･inごDK （倚
希・ヽ間（衆式）へ,ｸ移動であ^．

を舌,汐食－ヒる部雇 kLr-sんら乙t-り^"tなるも。ほ^割以乙に剛ま寺 ほとんiグ旅
荼。闇（鳶式）-!利用してレ･言．

3.　々l,延μ£・ヽ秘Mtみうと，奥雛いいらぱらに　rどんらんf.ヒ食卓'^とは一体希を

雁っ伏別隻iμぷいb.いりものあ弓
４　女ly逓た'i.・食事隻。^,･ －ジll ，o畳以にJt・）（（従来^）-c. 楕,応，明S,/＼

南哨^い））わのびある

D 4 動線分折々ヽらみたx聞り捗丿一考像市肴関町町寡におけ釧t?レa
福岡数脅丸　昶山晦3

　@的瀕跨c^町＆累観.包残柔栗像海豚閻町の町象fe を.りあげ. 増・H乙餐り県s､^もち

なむこり運李い方～分御^る、本報T は各^。､使い方･ 動線介袴ひヽらみfこｴｰ関り:LSづIT,

股剃にっﾚﾍて報告■=>。

　方宏家像勿示関町にf3 l-r3 旧示間柘芦洛のうち伝続駒平Si 訓呆拵t る3びをどリ叫

平面施政・住まい～詞L 'マンr -卜調亙色気施した．調壷片期μ　晒柏り与s- i およぽ

妬恥外埠ク～?f, 昭≫訪与7～5^ g

　極果

１　I 隋母^だ,にりtもし１レ＼ る世尊は少なく, iJな政．2階りつているものヵヽ(多い･

aなしは　ロくやK^して，2階l3　^限1 ■寝t-なと･私隻'cして伎われて.い乱

2 よ閣t原llt,して弩屎に可る場をごも半裂以,こに工m・ヽ一郷り^に勒') , 町象にみn

る±噸偽奏義考､欠き^^こv,がわかる．
３　盾･に､闇ばほヒんと･･の泉にあ'). 屹削tし､きば峯へ刎島路・拘置、郎-Fか字）にな.

て.いる．

4 知卑をみジ（各^。フラい<^.－を晦^ ために. -=潤色廊Tこちわりに硬っ一乙い5こ

＼.がわかる．


